
(57)【要約】

【課題】疲労性及び摩耗性の向上を図ることができ、し

かも、高速回転にも十分追従できる等速自在継手用ブー

ツを提供する。

【解決手段】等速自在継手の外側継手部材の開口端部に

装着される大径部１５と、等速自在継手の内側継手部材

に連結されたシャフト１１に装着される小径部１６と、

大径部１５と小径部１６との間に設けられる蛇腹部１９

とを備えた等速自在継手用ブーツである。蛇腹部１９は

、一つ以上の山部１７と一つ以上の谷部１８とを有する

。少なくとも一つ以上の谷部１８に、外径方向に突出す

る軸方向突出部３０を複数個設けた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 等 速 自 在 継 手 の 外 側 継 手 部 材 の 開 口 端 部 に 装 着 さ れ る 大 径 部 と 、 等 速 自 在 継 手 の 内 側 継
手 部 材 に 連 結 さ れ た シ ャ フ ト に 装 着 さ れ る 小 径 部 と 、 大 径 部 と 小 径 部 と の 間 に 設 け ら れ る
蛇 腹 部 と を 備 え た 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ に お い て 、
　 前 記 蛇 腹 部 は 、 一 つ 以 上 の 山 部 と 一 つ 以 上 の 谷 部 と を 有 す る と と も に 、 少 な く と も 一 つ
以 上 の 谷 部 に 、 外 径 方 向 に 突 出 す る 軸 方 向 突 出 部 を 複 数 個 設 け た こ と を 特 徴 と す る 等 速 自
在 継 手 用 ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 等 速 自 在 継 手 の 外 側 継 手 部 材 の 開 口 端 部 に 装 着 さ れ る 大 径 部 と 、 等 速 自 在 継 手 の 内 側 継
手 部 材 に 連 結 さ れ た シ ャ フ ト に 装 着 さ れ る 小 径 部 と 、 大 径 部 と 小 径 部 と の 間 に 設 け ら れ る
蛇 腹 部 と を 備 え た 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ に お い て 、
　 前 記 蛇 腹 部 は 、 一 つ 以 上 の 山 部 と 一 つ 以 上 の 谷 部 と を 有 す る と と も に 、 少 な く と も 一 つ
以 上 の 山 部 に 、 内 径 方 向 に 突 出 す る 軸 方 向 突 出 部 を 複 数 個 設 け た こ と を 特 徴 と す る 等 速 自
在 継 手 用 ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 軸 方 向 突 出 部 は 、 周 方 向 に 沿 っ て 等 間 隔 で 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は 請 求 項 ２ の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 同 一 円 周 上 に 配 設 さ れ る 軸 方 向 突 出 部 の 数 が ４ 個 以 上 １ ６ 個 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 蛇 腹 部 は 、 そ の 谷 部 の 数 を ４ つ 以 上 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に
記 載 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ６ 】
ブ ー ツ 材 料 が 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ ３ に よ る タ イ プ Ｄ デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ が ３ ５ 以 上 ５ ０ 以
下 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の
等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ に 関 し 、 特 に 、 自 動 車 や 各 種 産 業 機 械 に お け る 動 力 の 伝
達 に 用 い ら れ る 等 速 自 在 継 手 の ブ ー ツ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 や 各 種 産 業 機 械 に お け る 動 力 の 伝 達 に 用 い ら れ る 等 速 自 在 継 手 に は 、 継 手 内 部 へ
の 塵 埃 等 の 異 物 進 入 防 止 や 継 手 内 部 に 封 入 さ れ た グ リ ー ス の 漏 れ 防 止 を 目 的 と し 、 蛇 腹 状
の ブ ー ツ が 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 種 の ブ ー ツ は 例 え ば 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 等 速 自 在 継 手 １ ０ ０ の 外 側 継 手 部 材 １ ０ １
に 固 定 さ れ る 大 径 部 １ ０ ２ と 、 内 側 継 手 部 材 １ ０ ３ か ら 延 び る シ ャ フ ト １ ０ ４ に 固 定 さ れ
る 小 径 部 １ ０ ５ と 、 大 径 部 １ ０ ２ と 小 径 部 １ ０ ５ と の 間 に 設 け ら れ 、 谷 １ ０ ６ と 山 １ ０ ７
と が 交 互 に 形 成 さ れ た 蛇 腹 部 １ ０ ８ と を 有 す る 。 そ し て 、 大 径 部 １ ０ ２ と 小 径 部 １ ０ ５ と
は そ れ ぞ れ ブ ー ツ バ ン ド １ ０ ９ が 装 着 さ れ る こ と に よ っ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 図 １ ３ は 固 定 式 等 速 自 在 継 手 を 示 し て い る が 、 摺 動 式 等 速 自 在 継 手 に お い て も 、 同 様
に ブ ー ツ が 装 着 さ れ る 。 固 定 式 等 速 自 在 継 手 で は 、 作 動 角 を 取 り な が ら 回 転 す る 機 能 が 備
わ っ て お り 、 摺 動 式 等 速 自 在 継 手 で は 、 作 動 角 を 取 り な が ら 回 転 し た り 、 摺 動 し な が ら 回
転 し た り す る 機 能 が 備 わ っ て い る 。 そ の た め 、 固 定 式 等 速 自 在 継 手 用 で あ っ て も 、 摺 動 式
等 速 自 在 継 手 用 で あ っ て も 、 そ の 挙 動 に 追 従 で き る よ う に 、 ブ ー ツ は 柔 軟 性 と 、 高 速 回 転

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-146932 A 2007.6.14



に 追 従 で き る 回 転 時 振 れ 回 り 性 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 来 の ブ ー ツ は 、 一 般 的 に は ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 等 か ら な る ゴ ム 製 ブ ー ツ （ Ｃ Ｒ ブ ー ツ ） で
あ っ た 。 し か し な が ら 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー か ら な る 樹 脂 ブ ー ツ は 、 Ｃ Ｒ ブ ー ツ に 比 べ
て 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 、 高 速 回 転 性 （ 回 転 時 振 れ 廻 り 性 ） に 優 れ る た め 、 近 年 で は こ の 樹 脂
ブ ー ツ が 広 く 適 用 が 拡 大 さ れ る 傾 向 に あ る 。 特 に 、 作 動 角 を 大 き く 取 る こ と が 必 要 な 自 動
車 の 前 輪 側 に 使 用 さ れ る 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ に お い て 、 前 記 し た よ う な 優 れ た 性 能 を 示
す 樹 脂 ブ ー ツ が 主 流 と な っ て い る 。 さ ら に は 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア 側 に 使 用 さ れ る ブ
ー ツ に も 樹 脂 ブ ー ツ を 用 い る 場 合 が 増 加 し つ つ あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ７ － １ ０ ５ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
と こ ろ が 、 自 動 車 の 高 出 力 化 や 等 速 自 在 継 手 の 高 角 化 が 要 因 と な っ て 等 速 自 在 継 手 の 発 熱
が 大 き く な る 傾 向 に あ る 。 ま た 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア 側 で は そ の 近 く に 排 気 管 が 配 置
さ れ て い る た め 、 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ は 高 温 下 に 曝 さ れ る 場 合 が 多 い 。 こ の よ う に 高 温
に 曝 さ れ て も 、 樹 脂 ブ ー ツ は Ｃ Ｒ ブ ー ツ に 対 す る 優 位 性 が 発 揮 さ れ る 。 し か し な が ら 、 樹
脂 ブ ー ツ は 温 度 が 上 昇 す る に 従 い 、 高 速 回 転 性 の 低 下 が 大 き く な る た め 、 そ の 優 位 性 が 鈍
化 す る 。 こ れ は 、 高 温 に な る と 軟 化 す る 熱 可 塑 性 の 特 性 を も つ 材 料 を 樹 脂 ブ ー ツ に 使 用 し
て い る こ と に 起 因 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の た め 、 樹 脂 ブ ー ツ を 使 用 し て も 、 高 温 雰 囲 気 下 に お け る 高 速 回 転 性 を 十 分 に 満 足 す る
こ と が 困 難 な 場 合 が 発 生 す る 。 そ こ で 、 従 来 で は 、 高 温 時 の 高 速 回 転 性 を 向 上 さ せ る た め
に は 、 ブ ー ツ 肉 厚 を 厚 く 設 定 し て ブ ー ツ 剛 性 を あ げ る よ う に し た り 、 蛇 腹 部 の 径 寸 法 や 軸
方 向 長 さ を 小 さ く し て 遠 心 力 を 小 さ く し た り す る 必 要 が あ っ た 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の
手 段 で は 、 ブ ー ツ 剛 性 を 高 く し て 高 速 回 転 性 を 向 上 で き る も の の 、 ブ ー ツ の 疲 労 性 や 摩 耗
性 は 低 下 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 従 来 で は 、 ブ ー ツ 肉 厚 を 厚 く し た り 、 ブ ー ツ 蛇 腹 部
の 径 寸 法 や 軸 方 向 長 さ （ 膜 長 ） を 小 さ く し た り す る こ と は 、 無 理 の あ る 形 状 設 計 を 取 る こ
と に な り 、 円 滑 な 蛇 腹 変 形 を 阻 害 す る こ と に な っ て 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 を 低 下 さ せ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き 、 し か も 、 高
速 回 転 に も 十 分 追 従 で き る 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ は 、 等 速 自 在 継 手 の 外 側 継 手 部 材 の 開 口 端 部 に 装 着 さ れ
る 大 径 部 と 、 等 速 自 在 継 手 の 内 側 継 手 部 材 に 連 結 さ れ た シ ャ フ ト に 装 着 さ れ る 小 径 部 と 、
大 径 部 と 小 径 部 と の 間 に 設 け ら れ る 蛇 腹 部 と を 備 え た 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ に お い て 、 前
記 蛇 腹 部 は 、 一 つ 以 上 の 山 部 と 一 つ 以 上 の 谷 部 と を 有 す る と と も に 、 少 な く と も 一 つ 以 上
の 谷 部 に 、 外 径 方 向 に 突 出 す る 軸 方 向 突 出 部 を 複 数 個 設 け た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ は 、 等 速 自 在 継 手 の 外 側 継 手 部 材 の 開 口 端 部 に 装 着
さ れ る 大 径 部 と 、 等 速 自 在 継 手 の 内 側 継 手 部 材 に 連 結 さ れ た シ ャ フ ト に 装 着 さ れ る 小 径 部
と 、 大 径 部 と 小 径 部 と の 間 に 設 け ら れ る 蛇 腹 部 と を 備 え た 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ に お い て
、 前 記 蛇 腹 部 は 、 一 つ 以 上 の 山 部 と 一 つ 以 上 の 谷 部 と を 有 す る と と も に 、 少 な く と も 一 つ
以 上 の 山 部 に 、 内 径 方 向 に 突 出 す る 軸 方 向 突 出 部 を 複 数 個 設 け た 。
【 ０ ０ １ １ 】
少 な く と も 一 つ 以 上 の 谷 部 や 山 部 に 、 そ の 谷 部 に 外 径 方 向 に 、 あ る い は 山 部 に 内 径 方 向 に
突 出 す る 軸 方 向 突 出 部 を 複 数 個 設 け た の で 、 こ の 谷 部 や 山 部 の 剛 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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前 記 突 出 部 は 、 周 方 向 に 沿 っ て 等 間 隔 で 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 バ ラ ン ス 性 に 優 れ
る 。 ま た 、 バ ラ ン ス 性 お よ び 剛 性 の 一 層 の 向 上 を 図 る 上 で 、 同 一 円 周 上 に 配 設 さ れ る 突 出
部 の 数 が ４ 個 以 上 １ ６ 個 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ブ ー ツ 材 料 を 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー と し た の で 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 、 高 速 回 転 性 （ 回 転 時
振 れ 廻 り 性 ） に 優 れ 、 し か も 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ ３ に よ る タ イ プ Ｄ デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ が
３ ５ 以 上 ５ ０ 以 下 と す る こ と で 、 高 速 回 転 性 に 優 れ た 状 態 で 、 疲 労 性 と 摩 耗 性 も 有 利 と な
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 谷 部 や 山 部 の 剛 性 が 向 上 す る の で 、 高 速 回 転 に 十 分 に 追 従 す る こ と が で き る
。 こ の た め 、 ブ ー ツ 肉 厚 を 厚 く し た り 、 ブ ー ツ 外 径 を 小 さ く し た り す る こ と が な く 、 疲 労
性 及 び 摩 耗 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き 、 し か も 等 速 自 在 継 手 の 可 動 範 囲 を 制 限 し な い 。 こ
の よ う に 、 本 発 明 で は 、 高 速 回 転 性 と 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 等 の ブ ー ツ 機 能 の バ ラ ン ス を 保
つ こ と が で き 、 そ の 結 果 、 ブ ー ツ 形 状 設 計 の 自 由 度 を 増 す こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 前 記
高 速 回 転 と は 、 例 え ば 、 自 動 車 の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト に 使 用 さ れ る 等 速 自 在 継 手 の 高 速 回 転
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
突 出 部 を 、 周 方 向 に 沿 っ て 等 間 隔 で 配 設 し た り 、 同 一 円 周 上 に 配 設 さ れ る 突 出 部 の 数 を ４
個 以 上 １ ６ 個 以 下 と し た り す る こ と に よ っ て 、 バ ラ ン ス 性 お よ び 剛 性 の 向 上 を 図 る こ と が
で き 、 高 速 回 転 に 追 従 で き る 回 転 時 振 れ 回 り 性 に 一 層 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ブ ー ツ 材 料 を 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー と し た の で 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 、 高 速 回 転 性 （ 回 転 時
振 れ 廻 り 性 ） に 優 れ 、 等 速 自 在 継 手 が 使 用 さ れ る 高 温 雰 囲 気 下 に お い て も 十 分 使 用 す る こ
と が で き る 。 し か も 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ ３ に よ る タ イ プ Ｄ デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ が ３ ５ 以 上
５ ０ 以 下 と す る こ と で 、 高 速 回 転 性 に 優 れ た 状 態 で 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 の 向 上 を 確 実 に 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ は 、 高 温 雰 囲 気 下 で 使 用 で き る の で 、 自 動 車
の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト に 用 い ら れ る デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア 側 に 使 用 す る 摺 動 型 等 速 自 在 継
手 に 特 に 適 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 １ ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 等 速 自 在 継 手 ２ に 取 付 け ら れ る 。 こ の 第
１ 実 施 形 態 を 示 す 等 速 自 在 継 手 ２ は 、 ト ル ク 伝 達 部 材 と し て ボ ー ル ３ を 使 用 し て い る 摺 動
式 等 速 自 在 継 手 で あ る 。 等 速 自 在 継 手 ２ は 、 円 筒 状 の 内 周 面 ４ に 複 数 の 直 線 状 の ボ ー ル 溝
５ を 軸 方 向 に 形 成 し た 外 側 継 手 部 材 と し て の 外 輪 ６ と 、 球 面 状 の 外 周 面 ７ に 前 記 外 輪 ６ の
ボ ー ル 溝 ５ と 同 数 の ボ ー ル 溝 ８ を 軸 方 向 に 形 成 し た 内 側 継 手 部 材 と し て の 内 輪 ９ と 、 外 輪
６ の ボ ー ル 溝 ５ と 内 輪 ９ の ボ ー ル 溝 ８ と の 対 で 形 成 さ れ る ボ ー ル ト ラ ッ ク に 配 さ れ た 複 数
の 前 記 ト ル ク 伝 達 ボ ー ル ３ と 、 ト ル ク 伝 達 ボ ー ル ３ を 保 持 す る ケ ー ジ １ ０ 等 で 構 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
内 輪 ９ の 中 心 孔 に シ ャ フ ト １ １ を 嵌 合 さ せ 、 内 輪 ９ の 孔 内 周 面 と シ ャ フ ト １ １ の 端 部 の 外
周 面 に 形 成 さ れ た セ レ ー シ ョ ン １ ２ 、 １ ３ に よ る 嵌 合 で も っ て ト ル ク 伝 達 す る 。 な お 、 外
輪 ６ の ス テ ム 部 １ ４ が 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア （ 図 示 省 略 ） 等 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ １ は 、 例 え ば 、 エ ス テ ル 系 、 オ レ フ ィ ン 系 、 ウ レ タ ン 系 、 ア ミ ド 系
、 ス チ レ ン 系 等 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー に て 形 成 さ れ る 。 疲 労 性 、 摩 耗 性 、 高 速 回 転 性 の
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観 点 か ら 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ス テ ル 系 エ ラ ス ト マ ー を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ １ は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ ３ に よ る タ イ プ Ｄ デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ
が ３ ５ 以 上 ５ ０ 以 下 が 好 ま し い 。 な お 、 デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ と は 、 デ ュ ロ メ ー タ に よ っ て 測
定 し た 硬 さ で あ る 。 デ ュ ロ メ ー タ に は 、 測 定 対 象 の 硬 さ に 応 じ て ３ 種 が あ る 。 タ イ プ Ｄ デ
ュ ロ メ ー タ は 高 硬 さ 用 で あ っ て 、 国 際 規 格 で あ る Ｉ Ｓ Ｏ 　 ７ ６ １ ９ と 整 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ １ は 、 等 速 自 在 継 手 ２ の 外 側 継 手 部 材 （ 外 輪 ６ ） の 開 口 端 部 に 装 着
さ れ る 大 径 部 １ ５ と 、 等 速 自 在 継 手 ２ の 内 側 継 手 部 材 （ 内 輪 ９ ） に 連 結 さ れ た シ ャ フ ト １
１ に 装 着 さ れ る 小 径 部 １ ６ と 、 大 径 部 １ ５ と 小 径 部 １ ６ と の 間 に 設 け ら れ 、 軸 方 向 に 沿 っ
て 交 互 に 配 設 さ れ る 山 部 １ ７ と 谷 部 １ ８ と を 有 す る 蛇 腹 部 １ ９ と を 備 え る 。 山 部 １ ７ と 谷
部 １ ８ と は 傾 斜 部 ２ ０ に て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
外 輪 ６ の 開 口 部 側 の 外 周 面 に ブ ー ツ 取 付 け 部 ２ １ が 設 け ら れ 、 こ の ブ ー ツ 取 付 け 部 ２ １ に
大 径 部 １ ５ が 外 嵌 さ れ る 。 そ し て 、 大 径 部 １ ５ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 嵌 合 溝 ２ ２ に ブ ー ツ
バ ン ド ２ ３ を 嵌 着 す る こ と に よ っ て 、 大 径 部 １ ５ を 外 輪 ６ に 固 定 し て い る 。 な お 、 図 に 記
し た 形 状 は 、 取 付 け 形 状 の 一 例 で あ り 、 他 の 形 状 を 適 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 シ ャ フ ト １ １ に は 、 外 輪 ６ か ら 所 定 量 突 出 し た 位 置 に 、 周 方 向 に 沿 っ た 環 状 の 係 合 溝 ２
４ を 有 す る ブ ー ツ 取 付 け 部 ２ ５ が 設 け ら れ 、 こ の 係 合 溝 ２ ４ を 覆 う よ う に 、 小 径 部 １ ６ が
ブ ー ツ 取 付 け 部 ２ ５ に 外 嵌 さ れ る 。 そ し て 、 小 径 部 １ ６ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 嵌 合 溝 ２ ６
に ブ ー ツ バ ン ド ２ ３ を 嵌 着 す る こ と に よ っ て 、 小 径 部 １ ６ を シ ャ フ ト １ １ に 固 定 し て い る
。 な お 、 図 に 記 し た 形 状 は 、 取 付 け 形 状 の 一 例 で あ り 、 他 の 形 状 を 適 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
蛇 腹 部 １ ９ の 谷 部 １ ８ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 周 方 向 に 沿 っ て 等 間 隔 に 、 外 径 方 向 に 突
出 す る 複 数 の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は 断 面 矩 形 状 で あ っ
て 、 こ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ に 対 応 す る 内 径 面 部 に 軸 方 向 に 延 び る 凹 溝 ２ ９ が 形 成 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 凹 溝 ２ ９ を 設 け る こ と に よ っ て 、 蛇 腹 部 １ ９ の 全 体 を 略 同 一 肉 厚 に 設 定 し
て い る 。 な お 、 こ の 図 ２ で は 、 円 周 方 向 に 沿 っ て ４ ５ 度 ピ ッ チ で ８ 個 の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
軸 方 向 突 出 部 ３ ０ と し て は 、 図 ３ か ら 図 ５ に 示 す も の で あ っ て も よ い 。 図 ３ で は 、 周 方 向
に 沿 っ て ９ ０ 度 ピ ッ チ で ４ 個 の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ が 形 成 さ れ 、 各 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 幅 寸
法 （ 周 方 向 長 さ ） Ｗ を 図 ２ に 示 す 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ よ り も 大 き く 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ に 示 す 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は そ の 断 面 形 状 が 三 角 形 状 と さ れ 、 図 ５ に 示 す 軸 方 向 突 出 部
３ ０ は そ の 断 面 形 状 が 半 円 状 と さ れ て い る 。 な お 、 こ の 図 ４ 及 び 図 ５ の 場 合 、 図 ３ と 同 様
、 円 周 方 向 に 沿 っ て ９ ０ 度 ピ ッ チ で ４ 個 の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 断
面 形 状 が 三 角 形 状 と さ れ た 図 ４ の 凹 溝 ２ ９ は 、 こ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ に 対 応 し て 、 そ の 断
面 形 状 が 三 角 形 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 で は 、 谷 部 １ ８ に 外 径 方 向 に 突 出 す る 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ を 複 数 個 設 け た の で 、 こ の
谷 部 １ ８ の 剛 性 が 向 上 し 、 高 速 回 転 に 十 分 に 追 従 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ブ ー ツ 肉
厚 を 厚 く し た り 、 ブ ー ツ 外 径 を 小 さ く し た り す る こ と が な く 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き 、 し か も 等 速 自 在 継 手 の 可 動 範 囲 を 制 限 し な い 。 こ の よ う に 、 本 発 明 で は
、 高 速 回 転 性 と 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 等 の ブ ー ツ 機 能 の バ ラ ン ス を 保 つ こ と が で き 、 そ の 結
果 、 ブ ー ツ 形 状 設 計 の 自 由 度 を 増 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ブ ー ツ 材 料 を 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー と し た の で 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 、 高 速 回 転 性 （ 回 転 時 振
れ 廻 り 性 ） に 優 れ 、 等 速 自 在 継 手 が 使 用 さ れ る 高 温 雰 囲 気 下 に お い て も 十 分 使 用 す る こ と
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が で き る 。 し か も 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ ３ に よ る タ イ プ Ｄ デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ が ３ ５ 以 上 ５
０ 以 下 と す る こ と で 、 高 速 回 転 性 に 優 れ た 状 態 で 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 の 向 上 を 確 実 に 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
と こ ろ で 、 ブ ー ツ 材 料 、 谷 部 １ ８ の 径 寸 法 、 及 び 谷 部 １ ８ の 肉 厚 等 に よ っ て 異 な る が 、 軸
方 向 突 出 部 ３ ０ の 高 さ （ 径 方 向 長 さ ） Ｈ （ 図 ２ 参 照 ） が ０ ． ５ ｍ ｍ 未 満 で は 、 軸 方 向 突 出
部 ３ ０ の 剛 性 に よ る 高 速 回 転 性 の 向 上 が 不 十 分 と な る 場 合 が 多 く 、 逆 に 、 軸 方 向 突 出 部 ３
０ が 形 成 さ れ た 谷 部 １ ８ を 介 し て 隣 合 う 山 部 １ ７ 、 １ ７ の う ち 低 い 方 側 （ 小 径 部 側 ） の 長
さ （ 高 さ ） Ｌ （ 図 １ 参 照 ） の １ ／ ２ を 超 え る と 、 作 動 角 を 取 っ た 際 に お け る 円 滑 な ブ ー ツ
変 形 に 支 障 を 来 た し た り 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 の 低 下 を も た ら し た り す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の た め 、 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 高 さ Ｈ を ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で 、 か つ 、 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ が 形
成 さ れ た 谷 部 １ ８ を 介 し て 隣 合 う 山 部 １ ７ 、 １ ７ の う ち 低 い 方 の 傾 斜 部 ２ ０ の 長 さ の １ ／
２ 以 下 （ よ り 好 ま し く は １ ／ ４ 以 下 ） に 設 定 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 幅 寸 法 Ｗ が １ ｍ ｍ 未 満 で は 、 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 剛 性 に よ る 高 速 回 転
性 の 向 上 が 不 十 分 と な る 場 合 が 多 く 、 逆 に 、 ２ ０ ｍ ｍ を 越 え た り 、 一 つ の 谷 部 １ ８ に 形 成
さ れ る 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 幅 寸 法 Ｗ の 合 計 寸 法 が 、 そ の 谷 部 １ ８ の 外 周 面 の 円 周 長 さ の １
／ ２ を 越 え た り す る と 、 円 滑 な ブ ー ツ 変 形 に 支 障 を 来 た し た り 、 疲 労 性 及 び 摩 耗 性 の 低 下
を も た ら す 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の た め 、 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 幅 寸 法 （ 周 方 向 長 さ ） Ｗ を 、 １ ｍ ｍ 以 上 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 で 、
か つ 、 一 つ の 谷 部 １ ８ に 形 成 さ れ る 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 幅 寸 法 Ｗ の 合 計 寸 法 を 、 そ の 谷 部
１ ８ の 外 周 面 の 円 周 長 さ の １ ／ ２ 以 下 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 数 は 、 一 つ の 谷 部 に 対 し て ４ 個 以 上 １ ６ 個 以 下 が 好 ま し い 。 こ れ よ り
少 な け れ ば 、 十 分 な 高 速 回 転 性 の 向 上 が 望 み に く く 、 逆 に こ れ よ り も 多 け れ ば 、 疲 労 性 及
び 摩 耗 性 の 低 下 を も た ら す お そ れ が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 図 ６ は 第 ２ 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の ブ ー ツ ３ １ の 谷 部 １ ８ は 、 図 １ に 示 す ブ ー ツ １ の 谷
部 １ ８ と 相 違 し て 、 継 手 軸 心 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て 軸 方 向 に 延 び て い る 。 す な わ ち 、 シ ャ
フ ト 突 出 側 に 向 か っ て 縮 径 す る よ う に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の ブ ー ツ ３ １ の 谷 部 １ ８ に も 、 図 ２ か ら 図 ５ に 示 す よ う な 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ が 設 け ら れ
る 。 な お 、 他 の 構 成 は 図 １ に 示 す ブ ー ツ １ と 同 一 構 成 で あ る の で 、 図 １ と 同 一 構 成 に つ い
て は 図 １ と 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の た め 、 こ の 図 ６ に 示 す 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ ３ １ に お い て も 、 図 １ に 示 す 等 速 自 在 継
手 用 ブ ー ツ １ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 図 ７ は 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の 場 合 の 等 速 自 在 継 手 ３ ２ は 、 ト ル ク 伝 達 手 段 に ロ ー
ラ ３ ５ を 使 用 し た ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 で あ り 、 外 側 継 手 部 材 ３ ３ と 、 内 側 継 手 部 材
と し て の ト リ ポ ー ド 部 材 ３ ４ と 、 ト ル ク 伝 達 部 材 と し て の ロ ー ラ ３ ５ を 主 要 な 構 成 要 素 と
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 外 側 継 手 部 材 ３ ３ は 一 体 に 形 成 さ れ た マ ウ ス 部 ３ ６ と ス テ ム 部 ３ ７ か ら な る 。 ス テ ム 部
３ ７ は デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア （ 図 示 省 略 ） な ど に 締 結 さ れ る 。 マ ウ ス 部 ３ ６ は 反 ス テ ム
部 側 に 開 口 し た カ ッ プ 状 で 、 そ の 外 周 面 に 、 大 径 部 ３ ６ ａ と 小 径 部 ３ ６ ｂ と が 交 互 に 現 れ
る 非 円 筒 形 状 と さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 大 径 部 ３ ６ ａ と 小 径 部 ３ ６ ｂ と を 形 成 す る こ
と に よ っ て 、 マ ウ ス 部 ３ ６ 内 に 、 周 方 向 に 沿 っ て １ ２ ０ 度 ピ ッ チ で 配 設 さ れ る ト ラ ッ ク 溝
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３ ８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ト リ ポ ー ド 部 材 ３ ４ は ボ ス ４ ０ と 脚 軸 ４ １ と か ら な る 。 ボ ス ４ ０ に は シ ャ フ ト ４ ２ と ト
ル ク 伝 達 可 能 に 結 合 す る セ レ ー シ ョ ン 孔 が 形 成 し て あ る 。 脚 軸 ４ １ は ボ ス ４ ０ の 円 周 方 向
三 等 分 位 置 か ら 半 径 方 向 に 突 出 し て い る 。 ト リ ポ ー ド 部 材 ３ ４ の 各 脚 軸 ４ １ は ロ ー ラ ３ ５
を 担 持 し て い る 。 脚 軸 ４ １ と ロ ー ラ ３ ５ と の 間 に は 複 数 の 針 状 こ ろ ４ ３ が 介 在 さ せ て あ り
、 ロ ー ラ ３ ５ は 脚 軸 ４ １ の 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 自 在 で あ る 。 な お 、 こ こ で は 、 １ つ の 脚
軸 ４ １ に １ つ の ロ ー ラ ３ ５ を 支 持 さ せ た シ ン グ ル ロ ー ラ タ イ プ を 例 示 し て あ る が 、 相 対 回
転 自 在 の 内 外 ロ ー ラ を 支 持 さ せ た ダ ブ ル ロ ー ラ タ イ プ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ブ ー ツ ５ １ は 、 前 記 図 １ に 示 す ブ ー ツ １ と 同 様 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー に て 形 成 さ れ 、 Ｊ
Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ ３ に よ る タ イ プ Ｄ デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ が ３ ５ 以 上 ５ ０ 以 下 が 好 ま し い 。 ま
た 、 こ の ブ ー ツ ５ １ も 、 大 径 部 １ ５ と 、 小 径 部 １ ６ と 、 山 部 １ ７ と 谷 部 １ ８ と を 有 す る 蛇
腹 部 １ ９ と を 備 え る 。 山 部 １ ７ と 谷 部 １ ８ と は 傾 斜 部 ２ ０ に て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
外 側 継 手 部 材 ３ ３ の 開 口 部 側 の 大 径 部 ３ ６ ａ 外 周 面 に ブ ー ツ 取 付 け 部 ４ ４ が 設 け ら れ 、 こ
の ブ ー ツ 取 付 け 部 ４ ４ に 大 径 部 １ ５ が 外 嵌 さ れ る 。 シ ャ フ ト ４ ２ に は 周 方 向 に 沿 っ た 環 状
の 係 合 溝 ４ ５ を 有 す る ブ ー ツ 取 付 け 部 ４ ６ が 設 け ら れ 、 こ の 係 合 溝 ４ ５ を 覆 う よ う に 、 小
径 部 １ ６ が ブ ー ツ 取 付 け 部 ４ ６ に 外 嵌 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の ブ ー ツ ５ １ で は 、 図 ８ か ら 図 １ １ に 示 す よ う な 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 図 ８ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は 図 ２ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ に 対 応 し 、 図 ９ の 軸 方 向 突
出 部 ３ ０ は 図 ３ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ に 対 応 し 、 図 １ ０ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は 図 ４ の 軸 方 向
突 出 部 ３ ０ に 対 応 し 、 図 １ １ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は 図 ５ の 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ に 対 応 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ８ か ら 図 １ １ に 示 す 各 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は 、 そ の 内 径 面 部 に 凹 溝 ２ ９ が 形 成 さ れ て い な
い こ と が 図 ２ か ら 図 ５ に 示 す 各 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ と 相 違 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ８ か ら 図 １ １ に 示 す 各 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は 、 そ の 外 形 形 状 が 図 ２ か ら 図 ５ に 示 す 各 軸 方
向 突 出 部 ３ ０ と 同 一 で あ っ て 、 高 さ 、 幅 、 数 等 に 同 様 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の た め 、 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 図 ７ の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ ５ １ は 、 図 １ や 図 ６ に 示 す 等
速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ と 同 様 に 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
次 に 図 １ ２ は 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ ６ １ は 、 山 部 １ ７ の 内 周 面
が 、 継 手 軸 心 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て 軸 方 向 に 延 び る 。 他 の 構 成 は 、 図 ７ に 示 す ブ ー ツ と 同
様 で あ る の で 、 図 ７ と 同 一 構 成 に つ い て は 図 ７ と 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の た め 、 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 図 １ ２ の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ も 、 図 １ 等 に 示 す 等 速 自 在
継 手 用 ブ ー ツ と 同 様 に 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 摺 動 式 等 速 自 在 継 手 を 使 用 し た が 、 他 の ク ロ ス グ ル ー ブ
型 な ど の 摺 動 式 等 速 自 在 継 手 で あ っ て も 、 さ ら に は ツ ェ ッ パ 型 、 バ ー フ ィ ー ル ド 型 な ど の
ボ ー ル を 用 い た 固 定 式 等 速 自 在 継 手 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 図 １ や 図 ６ に 示 し た ブ ー ツ １
を 図 ７ の 等 速 自 在 継 手 に 使 用 し て も よ く 、 逆 に 図 ７ に 使 用 し た ブ ー ツ １ を 図 １ の 等 速 自 在
継 手 に 使 用 し て も よ い 。 ま た 、 ス テ ム 部 １ ４ や ス テ ム 部 ３ ７ は 、 前 輪 側 や 後 輪 側 の ハ ブ 部
品 等 に 連 結 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-146932 A 2007.6.14



　 前 記 各 実 施 形 態 で は 、 蛇 腹 部 １ ９ の 谷 部 １ ８ に 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ を 設 け て い た が 、 軸 方
向 突 出 部 ３ ０ を 山 部 １ ７ に 設 け て も よ い 。 こ の よ う に 、 蛇 腹 部 １ ９ の 山 部 １ ７ に 軸 方 向 突
出 部 ３ ０ を 設 け た 場 合 に も 、 山 部 １ ７ の 剛 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 高 速 回 転 に 十 分 に
追 従 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の た め 、 蛇 腹 部 １ ９ の 山 部 １ ７ に 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ を 設 け て も 、 蛇 腹 部 １ ９ の 谷 部 １ ８
に 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ を 設 け た 場 合 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 蛇 腹 部 １ ９ の 山 部 １ ７ に 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ を 設 け る 場 合 、 こ の 山 部 １ ７ の 内 径 方
向 に 突 出 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 外 径 方 向 に 突 出 さ せ れ ば 、 ブ ー ツ の 外 径 寸 法 が 大 き
く な る と と も に 、 回 転 時 に 生 じ る 遠 心 力 が 増 加 し て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の ブ ー ツ は 、 自 動 車 用 の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト に 用 い ら れ る 前 輪 側 に 使 用 す る 固 定 式
等 速 自 在 継 手 へ の 適 用 も 好 ま し い が 、 特 に 自 動 車 用 の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト に 用 い ら れ る デ ィ
フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア 側 に 使 用 す る 摺 動 式 等 速 自 在 継 手 へ の 適 用 が 好 ま し い 。 こ れ は 、 こ の
等 速 自 在 継 手 が 高 温 雰 囲 気 中 に 曝 さ れ る 頻 度 が 高 い た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 蛇 腹 部 １ ９ は 、 １ 山 以 上 ７ 山 以 下 程 度 の 山 部 １ ７ と 、 山 部 １ ７ 間 や 山 部 １ ７ と 大 径
部 １ ５ と の 間 に 設 け ら れ た １ 谷 以 上 ７ 谷 以 下 程 度 の 谷 部 １ ８ と を 有 す る の が 好 ま し い 。 ま
た 、 疲 労 性 、 摩 耗 性 、 高 速 回 転 性 の バ ラ ン ス の 観 点 か ら 、 谷 部 の 数 を ４ 谷 以 上 と す る こ と
が 特 に 好 ま し い 。 そ し て 、 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ を 全 山 部 １ ７ や 全 谷 部 １ ８ に 設 け て も 、 任 意
に 選 択 し た １ つ の 山 部 や 谷 部 、 ま た は 二 つ 以 上 の 適 数 個 の 山 部 や 谷 部 に 設 け る よ う に し て
も よ い 。 各 山 部 １ ７ や 各 谷 部 １ ８ に 設 け ら れ る 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 数 は 、 少 な く と も ２ 個
設 け る よ う に す る の が 好 ま し く 、 奇 数 個 で あ っ て も 偶 数 個 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
複 数 の 谷 部 １ ８ （ 又 は 複 数 の 山 部 １ ７ ） に 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ を 設 け る 場 合 、 各 谷 部 １ ８ （
又 は 山 部 １ ７ ） の 配 置 位 相 を 一 致 さ せ て も 相 違 さ せ て も よ く 、 谷 部 １ ８ （ 又 は 山 部 １ ７ ）
毎 に 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 数 や 寸 法 形 状 を 一 致 さ せ て も 相 違 さ せ て も よ い 。 ま た 、 同 一 谷 部
１ ８ （ 又 は 山 部 １ ７ ） に 設 け ら れ る 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ は 、 周 方 向 に 沿 っ て 等 間 隔 に 設 け る
と と も に 同 一 寸 法 形 状 に 設 定 す る の が バ ラ ン ス 性 を 考 慮 す れ ば 好 ま し い が 、 他 の 谷 部 １ ８
（ 又 は 山 部 １ ７ ） に 形 成 さ れ る 軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 配 置 ピ ッ チ 等 に 応 じ て 、 不 等 間 隔 や 寸
法 形 状 が 異 な る も の を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
軸 方 向 突 出 部 ３ ０ の 断 面 形 状 は 、 矩 形 、 三 角 形 、 半 円 形 以 外 に 、 半 多 角 形 （ 五 角 形 以 上 の
半 多 角 形 ） 等 の 種 々 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ブ ー ツ 材 料 は 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 等 の 耐 久 性 、 耐 熱 老 化 性 、 耐 油 性 等 に 優 れ る 熱 可 塑 性 エ ラ
ス ト マ ー 、 特 に 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ス テ ル 系 エ ラ ス ト マ ー が 好 ま し い が 、 ク ロ ロ プ レ ン 等 の
ゴ ム 材 料 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ を 等 速 自 在 継 手 に 装 着 し た 状
態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 第 １ 実 施 形 態 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 第 １ 実 施 形 態 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ の 第 １ 変 形 例 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 前 記 第 １ 実 施 形 態 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ の 第 ２ 変 形 例 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 前 記 第 １ 実 施 形 態 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ の 第 ３ 変 形 例 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 前 記 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ を 等 速 自 在 継 手 に 装 着 し た 状 態 の
縦 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 前 記 第 ３ 実 施 形 態 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 前 記 第 ３ 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 前 記 第 ３ 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 前 記 第 ３ 実 施 形 態 の 第 ３ 変 形 例 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 前 記 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ を 等 速 自 在 継 手 に 装 着 し た 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
１ 、 ３ １ 、 ５ １ 、 ６ １  等 速 自 在 継 手 用 ブ ー ツ
２ 、 ３ ２       等 速 自 在 継 手
３      ト ル ク 伝 達 ボ ー ル
４      内 周 面
５ 、 ８  ボ ー ル 溝
６      外 側 継 手 部 材 （ 外 輪 ）
７      外 周 面
９      内 側 継 手 部 材 （ 内 輪 ）
１ ０    ケ ー ジ
１ １    シ ャ フ ト
１ ２    セ レ ー シ ョ ン
１ ４    ス テ ム 部
１ ５    大 径 部
１ ６    小 径 部
１ ７    山 部
１ ８    谷 部
１ ９    蛇 腹 部
２ ０    傾 斜 部
２ １ 、 ２ ５     ブ ー ツ 取 付 け 部
２ ２    嵌 合 溝
２ ３    ブ ー ツ バ ン ド
２ ４    係 合 溝
２ ６    嵌 合 溝
２ ９    凹 溝
３ ０    軸 方 向 突 出 部
３ ３    外 側 継 手 部 材
３ ４    内 側 継 手 部 材 （ ト リ ポ ー ド 部 材 ）
３ ５    ロ ー ラ
３ ６    マ ウ ス 部
３ ６ ａ  大 径 部
３ ６ ｂ  小 径 部
３ ７    ス テ ム 部
３ ８    ト ラ ッ ク 溝
４ ０    ボ ス
４ １    脚 軸
４ ２    シ ャ フ ト
４ ３ 　 針 状 こ ろ
４ ４ 、 ４ ６ 　 ブ ー ツ 取 付 け 部
４ ５    係 合 溝
１ ０ ０  等 速 自 在 継 手
１ ０ １  外 側 継 手 部 材 （ 外 輪 ）
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１ ０ ２  大 径 部
１ ０ ３  内 側 継 手 部 材 （ 内 輪 ）
１ ０ ４  シ ャ フ ト
１ ０ ５  小 径 部
１ ０ ６  谷
１ ０ ７  山
１ ０ ８  蛇 腹 部
１ ０ ９  ブ ー ツ バ ン ド

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(13) JP 2007-146932 A 2007.6.14



フロントページの続き

(72)発明者  高部　真一
            静岡県磐田市東貝塚１５７８番地　ＮＴＮ株式会社内
Ｆターム(参考) 3J043 AA03  CB13  DA02  FA07  FA09  FB04 
　　　　 　　  3J045 AA04  AA05  BA02  CB06  CB07  CB08  EA03 

(14) JP 2007-146932 A 2007.6.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

